
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、校舎には、生徒たちの澄んだ歌声が響いていま

す。壁や窓ガラスを震わせ、天井や床に反響して、若い

ハーモニーが校舎内に響き渡ります。この時期、歌声が

響く放課後の校舎がとても好きです。全校の生徒が、そ

れぞれの思いをもって仲間と力を合わせて歌声を創って

いく。その歌声が校舎中に充満する。能生中生徒全員の心と力を感じるひと時です。 

 中学生時代の音楽祭を振り返ってみると、不思議に思い出されるのが発表当日のことよりも、それまでの練習の

日々の一コマであったりします。仲間とぶつかり合ったり、うまくいかなかったりした苦労とともに、協力してや

り遂げた喜びや自信が、練習の一場面とともに思い出されます。みんなで力を合わせて精一杯努力したその過程こ

そが、知らず知らずの内に結果以上に自分の中の小さな自信になっていたり、仲間との大切な絆になっていたりし

ていくのかもしれません。それが音楽祭を通してつかめる宝物だと思います。明日の音楽祭本番に向かって懸命に

頑張っているすべてのクラスの「今」に、拍手を送ります。 

 

 

 

10月11日から3日間、能生駅前で秋のあいさつ運動を行いました。近隣小学校の

生活委員会の5,6年生の皆さんやPTA役員や保護者の皆さん、先生方、近隣高校か

らは、ボランティア委員会の皆さんや先生、地域のまちづくり推進協議会、保護司

会、区長会の皆さんも参加してくれています。今回、能生中学校からは世界平和を祈る全校生徒の思いも参加しま

した。夏に行われた2年生代表が参加した広島派遣事業、3年生代表が参加した北方

領土現地視察中学生リーダー研修会のそれぞれの参加者が、全校生徒に呼びかけ実現

した『世界平和を祈る千羽鶴』が両サイドを飾る横断幕。研修参加者や本部役員が放

課後残って作ってくれました。そこには、 

「祈ろう 世界平和」  

〇ヒロシマ発 核のない平和な世界へ 〇ふるさと北方領土を もと島民の手に  

の文字。全校生徒の思いが刻まれています。 

この日のあいさつ運動の最後に、生徒会長の池田希愛さんが参加してくださった皆さんにお礼の言葉と共に世界

平和を願う運動の趣旨を説明してくれました。「今日は朝早くから大勢の方々に参加いただき、挨拶運動ができま

した。大変ありがとうございました。今年の夏、2年生の代表が広島派遣事業に、3年生の代表が北方領土現地視察

に参加してきました。体験者は多くの学びをしてきました。その人たちだけの学びにならないように全校生徒への

報告会を先日行いました。そして、生徒会スローガンにある『一人の百歩より百人の一歩』を目指して、全校生徒

が自分事と捉えて考えていこうと歩み出しました。これからもいろいろな形で地域にも発信していきます。明日以

降もよろしくお願いします。」 

※「秋のあいさつ運動」の様子が10月13日（金）の糸魚川タイムスで紹介されています。また、能生ケーブル

テレビでも「秋のあいさつ運動」と合わせて9月29日（金）に実施した「全校道徳（平和学習）」の様子が10月

18日（水）～24（火）のニューストピックスで放映されています。 

   

                                                                          令和５年１０月２０日 
ＮＯ．６ 

糸魚川市立能生中学校 
 949-1352 能生2643 
 025-566-2065 

       能生中学校ホームページ http://www.itoigawa.ed.jp/nou-jhs/ 

音楽祭 奏進(そうしん) ～わたしたちの歌声でみんなに夢を～ 

能生中ホームページ（能生中トピックス）より 



 

 

 

【前期生徒アンケート＜７月実施＞】 

肯定的評価（あてはまる・だいたいあてはまる）に回答した比率をグラフで示しました。 
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学校評価 令和５年度前期の学校評価と今後の方向性 



【前期保護者アンケート＜７月実施＞】アンケートに御協力くださり、大変ありがとうございました。 

肯定的評価（あてはまる・だいたいあてはまる）に回答した比率をグラフで示しました。 
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Ⅰ 学校運営 

   全体的に、昨年度と同様に肯定的な意見が高くなりました。今後も生徒に寄り添い、励まし、賞賛するこ

とで、生徒の自己肯定感を高めていきます。いじめを見逃さない指導も徹底していきます。ホームページ上

の基本方針のように、された人が嫌だと思えばいじめです。これまで以上に生徒が安心して安全に学校生活

を送ることができるよう努めて参ります。 

Ⅱ 学習指導 

   家庭学習の充実が大きな課題と捉えています。「授業がわかる」と肯定的に答える生徒が昨年度より4％

低下しました。また、家庭学習は62％と依然として低い状態です。学校では、基本的な知識や技能の内容の

定着や対話のある学びと振り返りを位置づけた授業づくりを行い、各ご家庭でも生活リズムを振り返り、主

体的に学習するよう励ましてください。 

Ⅲ 生活指導 

全体的に肯定的な意見が高くなっています。各ご家庭でのしつけの成果と推察します。学校でも引き続き   

「先手挨拶」「心地よい反応」に取り組んでいきます。また、「特別の教科 道徳」を中心に、考え議論する

道徳教育、学校生活や学校行事等の振返りを大切にし、思いやりや感謝の心を育む教育を充実させます。 

Ⅳ 健康指導 

   多くの生徒が自分の体力向上や健康増進を意識し、規則正しい生活を送っています。昼休みには多くの生

徒が元気よく身体を動かす姿があり、好感をもっています。各ご家庭でも、KYB活動の意義を再確認しなが

ら、自らの生活を振り返り、生活改善に努めるよう励ましてください。 

保護者アンケート 

   教職員の生徒への声かけや目配り、生徒の学習に取り組む姿勢、ご家庭での人権・同和教育の3項目で昨

年度より10%低下しました。生徒一人ひとりの心配や悩みに寄り添い、保護者の方とも連携してその解決に

向けて努力していきます。また、生徒が夢や希望をもち、計画的に学習に取り組んでいけるよう指導してい

きますので、ご家庭でもお子さんと進路や将来の夢について語り合ってみてください。 



 

日 曜日 年間行事 給食 部活

1 水 市音楽発表会 ○ ○

2 木 県駅伝大会　　　漢字検定　　　フッ化物洗口 ○ ✕

3 金 ㊗文化の日

4 土

5 日

6 月 ○ ✕

7 火 市教研一斉研　　３限後給食　１２：０５下校 ○ ✕

8 水 上進連③ ○ ○

9 木 ５・６限２年親子PTA講演会　　　フッ化物洗口 ○ ✕

10 金 ○ ○

11 土

12 日

13 月 テスト前部活動停止期間（～16日） ○ ✕

14 火 全校朝会 ○ ✕

15 水 ○ ✕

16 木 フッ化物洗口 ○ ✕

17 金 第３回定期テスト 　　専門委員会 ○ ○

18 土

19 日

20 月 ５限１年PTC活動 ○ ✕

21 火 生徒朝会　　　いじめ見逃しゼロスクール集会 ○ ○

22 水 ○ ○

23 木 ㊗勤労感謝の日

24 金 ５限３年性教育授業 ○ ○

25 土

26 日

27 月 ○ ✕

28 火 ことばの教室 ○ ○

29 水 英語科研究会（５限授業公開）　5限後下校 ○ ✕

30 木 フッ化物洗口 ○ ✕

令和5年度 11月行事予定


